
障害者（児）日常生活用具の給付種目の見直しについて 

 

 令和 8 年 4 月から、下記のとおり変更しましたのでお知らせいたします。 

 

1 給付対象者の拡充について 

  別表第２（知的障害者（児））に次の種目を追加 

※申請にあたっては、所定様式による医師の意見書が必要です。 

※当該意見書により、知的障害に起因して以下の全てに該当することを確認します。 

(ア) 排尿若しくは排便の意思表示が困難であること  

(イ) 自力でトイレに行くことができず、かつ、自力で便座（排便補助具の使用を含む）に座ることができないこと  

(ウ) 介助による定時排泄ができないこと  

(エ) 紙おむつの使用が２４時間必要であること 

 

2 既存種目の見直しについて 

 (1)視覚障害者用拡大読書器（身体） 

・性能を「画像入力装置により、簡単に拡大された画像（文字等）をモニターに映し出せるもの又 

は活字を文字として認識し音声信号に変換して出力することができるもの」に変更 

・対象者を「視覚に係る身体障害者手帳を有し、本装置により文字情報等を得ることが可能にな 

る者」に変更 

 (2)ガスコンロ用地震感知安全装置及び視覚障害者用地上デジタル放送対応ラジオの廃止（身体） 
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